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担い手不足解消のための取り組み、ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰの具体化① 

子育て世代、在学・在勤者の活躍の場の創出（統計資料） 

 

◆ 職種×参加の妨げとなる要因 

   

・参加の妨げとなる要因について、会社員は「活動に参加する時間がない」、「参加するために、休暇取得等を行う

必要がある」という点が多いのに対し、学生は、「活動に参加する時間がない」という点については、会社員が

60.3％に対して、学生 42.9％と、17.4％低いが、「ボランティア活動を行いたいが、十分な情報がない」、「活動に

参加しても、実際に役に立っていると思えない」、「一緒に参加する人がいない」といった点が高くなっている。 

 

◆ 年齢×参加の妨げとなる要因 

 

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0

ボランティア活動を行いたいが、十分な情報がない 

活動に参加する際の経費（交通費等）があり、経済的

負担が大きい 

活動に参加しても、実際に役に立っていると思えない 

ボランティアを受け入れる団体・ＮＰＯ法人等に対す

る不信感があり、信頼度に欠ける 

活動に参加するための手続きが分かりにくい 

活動に参加する時間がない 

活動に参加するために、休暇取得等を行う必要がある 

一緒に参加する人がいない 

活動を行う際の保険が不十分 

特に妨げとなることはない 

その他 

会社員 

 

 学生 

 

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0

ボランティア活動を行いたいが、十分な情報がない 

活動に参加する際の経費（交通費等）があり、経済的負

担が大きい 

活動に参加しても、実際に役に立っていると思えない 

ボランティアを受け入れる団体・ＮＰＯ法人等に対する

不信感があり、信頼度に欠ける 

活動に参加するための手続きが分かりにくい 

活動に参加する時間がない 

活動に参加するために、休暇取得等を行う必要がある 

一緒に参加する人がいない 

活動を行う際の保険が不十分 

特に妨げとなることはない 

その他 

 20歳代 

 

 30歳代 

 

 40歳代 

 

 50歳代 

 

 60歳代 
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・参加の妨げとなる要因について年齢層で比較したところ、「活動に参加する時間がない」について、 

特に 60歳代に比べ、20歳代～50歳代の割合が高くなっている。 

 

◆ 年齢層における行動の種類別生活時間（－週間の平均） 

   

・年齢層ごとの行動の種類別生活時間においても、特に 25歳から 59歳の２次活動の時間が 60歳以上に比べ多く、

３次活動の時間が 60歳以上に比べ少なくなっている。仕事や家事・育児の時間が多く、３次活動にかけられる時

間が少ないことがうかがえる。 

 

 １次活動：睡眠、身の回りの用事、食事 

 ２次活動：通勤・通学、仕事（収入を伴う仕事）、学業（学生が学校の授業やそれに関連して行う学習活動）、 

家事、介護・看護、育児、買い物 

 ３次活動：移動（通勤・通学を除く）、テレビ・ラジオ・新聞・雑誌、休養・くつろぎ、学習・自己啓発・訓練 

（学業以外)、趣味・娯楽、スポーツ、ボランティア活動・社会参加活動、交際・付き合い、受診・ 

療養、その他 

 

◆ 職種×ボランティア活動経験の有無 

   

・ボランティア活動経験の有無を職種別にまとめると、特に、派遣・契約社員、パートタイム従業員、アルバイト

の参加経験が低くなっている。 

 0  100  200  300  400  500  600  700

１次活動 

２次活動 

３次活動 

20～24歳 

25～29歳 

30～34歳 

35～39歳 

40～44歳 

45～49歳 

50～54歳 

55～59歳 

60～64歳 

65～69歳 

0.0 20.0 40.0 60.0

 会社員 … 

自営業・家族従業者（農業・漁業を含む） … 

医師・弁護士等の資格職 … 

公務員（教職員は除く） … 

教職員 … 

団体職員 … 

派遣・契約社員、パートタイム従業者、アルバイト … 

主婦・主夫 … 

 学生 … 

無職（求職者、退職者含む。主婦・主夫、学生を除く） … 

その他 … 

したことがある 
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◆ 世帯全体の年間収入×ボランティア活動経験の有無 

   

・年間収入別にボランティアの活動経験の有無については、300万円未満～600万円未満が、600万円以上に比べ低

くなっている。 

 

総務省統計局「平成 23 年社会生活基本調査」及び 

内閣府「平成 27年度市民の社会貢献に関する実態調査」より引用 

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0

300万円未満 … 

300万円以上500万円未満 … 

500万円以上600万円未満 … 

600万円以上800万円未満 … 

 800万円以上1,000万円未… 

1,000万円以上 … 

したことがある 


